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	 高濱先生は、胸腺被膜直下の皮質上皮細胞に TGFβが発現され、幼若Ｔリ

ンパ球の細胞周期回転と分化を調節していることを明らかにしたのを皮切り

に、胸腺微小環境の分子本体解明に向けた研究を開始され、正の選択をうけ

て成熟するＴリンパ球が胸腺皮質から髄質へと移動するには髄質上皮細胞に

発現される CCR7 ケモカインシグナルが必須であり、ケモカインによる血液系

細胞の髄質移動が中枢性自己寛容の確立に必須であることを明らかにされま

した。さらに胸腺皮質上皮細胞特異的なプロテアソーム構成鎖β5t を同定し、

β5t を含む胸腺プロテアソームが CD8 陽性キラーＴリンパ球の生成に必須で

あることを明らかにされました。また、自己寛容の確立を制御する胸腺髄質

の形成が成熟Ｔリンパ球由来のサイトカイン RANKL によって制御されている

こと、胸腺ナース細胞が皮質上皮細胞の亜集団でありＴリンパ球受容体の二

次的遺伝子再構成を支持する微小環境を提供していることを明らかにされま

した。これらの成果に基づいて胸腺微小環境の分子本態の解明を目指す研究

を精力的に実施され、血液系細胞に焦点をおいた従来の免疫学研究から明ら

かにされることのなかった、免疫疾患の画期的な制御法開発を提示されてい

る先生です。本セミナーでは、胸腺での Tリンパ球分化について基本的なと

ころから最新のトピックまで、お話していただける予定です。	 
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